


































































延べ床面積 約 5,100 ㎡
教室数
既存校舎 普通教室26、特別支援学級、特別教室





































































































































































冷房 0.9 0.7 2.5
扇風機 0.0 0.2 0.0
照明 13.4 10.2 (△24) 10.2 (△24)
換気 1.8 1.8 1.8






その他 1.5 1.5 1.5






























































































































































































水道 2.4 1.3 (△46)
その他 1.5 1.5







































































































暖房 冷房 照明 水 冬 夏 冬 中間 夏
外壁 1 防水 屋上 改質アスファルトシート防水 共通 ○
2 断熱 屋上（外断熱） 硬質ウレタン60mm A1,A2 ○ ○ ○ ○ ○
硬質ウレタン65mm B ○ ○ ○ ○ ○
外壁（内断熱） 質ウ タ 吹付 A1 A2 ○ ○硬 レ ン け35mm ,
外壁（外断熱） ﾋﾞｰｽﾞ法ポリスチレン60mm B ○ ○
3 窓 教室 通気ガラリ付きアルミサッシ複層ガラス(カバ-工法) A1,A2 ○ ○ ○ ○
断熱型アルミサッシ
複層ガラス(カバ-工法) B ○ ○ ○ ○
特別・管理諸室・廊下 アルミサッシ複層ガラス(カバ-工法) A1,A2 ○ ○ ○
断熱型アルミサッシ
複層ガラス(カバ-工法) B ○ ○ ○






共通 ○ ○ ○ ○
内部区画 6 階段室区画扉 階段室、昇降口等 開閉可能な扉設置 A1,A2 ○ ○ ○ ○ ○
B ○ ○ ○ ○
7 間仕切り 普通教室～廊下 高窓付きｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ(窓H1700mm) A1,A2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○




可動間仕切り A1,A2 ○ ○ ○ ○ ○
B ○ ○ ○ ○
内装工事 8 内壁 普通教室、多目的スペース EP塗装（白） 共通 ○ ○ ○ ○ ○
9 床 普通教室、多目的スペース
フローリングボード
(クッション付) 共通 ○ ○
10 天井 普通教室、多目的スペース 化粧岩綿吸音板 共通 ○ ○
衛生設備 11 手洗い 水栓 泡沫水洗 共通 ○
12 便所 大便器 節水型大便器に変更 共通 ○ ○






（2008年相当） A1,A2 ○ ○ ○ ○ ○
高効率エアコンに変更






多目的スペース 機器の更新 Ａ１,B ○ ○












（Ｈｆｌ３２Ｗ×１６台） 共通 ○ ○




多目的スペース 窓側を照度ｾﾝｻｰ付き 共通 ○

























              国立教育政策研究所 文教施設研究センター 
「学校施設の環境に関する基礎的調査研究」研究会 
 













文部科学省は、平成 17 年 3 月に公表した「耐震化の推進など今後の学校施設整備の在
り方について」において、今後の学校施設整備の基本的な考え方として、従来の全面建て
替え方式から、改修方式による再生整備への転換を図る必要があると提言しています。 
また、同省が平成 21 年 3 月に公表した「環境を考慮した学校施設（エコスクール）の
今後の推進方策について」では、学校施設を改修する際には、耐震対策や老朽対策に併せ
て、可能な限り環境に配慮した学校づくりを行うことが重要であると述べています。 





























― 学校施設の環境に関する基礎的調査研究報告書 ― 
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この事業は平成 9 年度から実施され、平成 21 年 4 月までに 916 校が認定を受けている。 














































































・雨 水 利 用：建物の屋根から集めた雨水を貯水槽に
貯め、ろ過処理をしてトイレの洗浄水や
校庭の散水に利用する。
























 文部科学省では、平成 19 年 8 月から「学校施設整備指針策定に関する調査研究協力者会議」におい


















本研究所では、平成 17 年 10 月に「学校施設の環境配慮方策等に関する調査研究」研究会を設置し、
学校施設における環境配慮方策に関する現状と課題の把握や既存学校施設等における居住環境改善を含




























37.8% 39.4% 15.0% 7.2%
34.3% 39.3% 18.6% 7.9%
28.6% 34.6% 25.3% 9.9%
37.5% 44.3% 12.5% 4.5%
27.1% 40.7% 22.4% 9.2%
31.7% 41.6% 17.6% 8.7%
15.5% 43.3% 29.6% 11.6%
5.1% 20.4% 36.7% 37.8%






























































耐 震 補 強 
老朽・質的改善 












































たプラン A1 及びプラン A2、Ⅱ地域を対象としたプラン B を計画する。各々のエコ改修プランに対し
て比較される従来の改修プランを、それぞれ、プラン a1、プラン a2、プラン b とする。 
  
【既存校舎（改修前）】 
・建築後 35 年程度経過 
・耐震補強未実施 
・老朽改善、質的改善未実施 













・冷房機器を 2008 年時点の汎用型機器に更新 
（設置室：管理諸室、特別教室）（プラン a1 の場合） 
（設置室：管理諸室、特別教室、普通教室・多目的室）（プラ
ン a2 の場合） 
・暖房機器を 2008 年時点の汎用型機器に更新 
（設置室：管理諸室、特別教室、普通教室・多目的室） 
※暖房方式は、プラン a1 及びプラン b はＦＦ型石油暖房、




【環境対策を講じた大規模改修（エコ改修）】（プラン A1、プラン A2、プラン B） 
・耐震補強、老朽改善、質的改善を目的とした大規模改修を実施。その際、環境対策を設計に反映。 
・屋根、外壁、窓を断熱化（壁の断熱は、プラン A１及びプラン A２は内断熱、プラン B は外断熱） 
・冷房機器を 2008 年時点の高効率型機器に更新 
（設置室：管理諸室、特別教室）（プラン A１の場合） 
（設置室：管理諸室、特別教室、普通教室・多目的室）（プラン A２の場合） 
・暖房機器を 2008 年時点の高効率型機器に更新 
（設置室：管理諸室、特別教室、普通教室・多目的室） 











































































延べ床面積 約 5,100㎡ 


















学年 2 学級、全校 12＋1 学級（特別支援学級）とする。 
主な計画内容は、（１）環境対策、（２）耐震補強、（３）老朽・質的改善である。このうち、（２）耐
震補強、及び（３）老朽・質的改善に関する内容は、「学校施設の質的改善を伴う耐震改修マニュアル」
























屋上の断熱防水        壁の内断熱           壁の外断熱 
  












































・ 南面 Y1通りの補強部材は、採光･通風を考慮して枠付き鉄骨ブレースを配置する。 





・ 1階の Y1、Y2通り X4柱及び Y2通り X14柱は、4階に壁が配置されていることから付加軸力を
考慮して鉄板巻き補強とする｡ 
・ 1階の Y1通り X14柱は、Y1通り X13、X14 間に枠付き鉄骨ブレースを配置していることから補
強していない｡ 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・教室の使用時間を授業時間（8 時～15 時）に限定し、管理諸室に関しても残業時間は考慮せず 8 時
から 17 時の使用とする。 













は、改修前と比べておよそ 1～2 割程度削減される。 
○ エコ改修を行うと、校舎における年間 CO2排出量は、改修前と比べて 4 割程度削減される。 
○ エコ改修を行うと、校舎の冷暖房による年間 CO2排出量は、改修前と比べて 55～65％程度、
従来の改修と比べて 40～50％程度削減される。 









で 38％（13t）減、プラン A2 で 42％（15t）減、プラン A2（教室で冷房運転実施の場合）で 37％
（13t）減となった。 
・ エコ改修を実施した場合の校舎の冷暖房による年間 CO2排出量は、改修前と比べて、プラン A1
で 57％（9.1t）減、プラン A2 で 65％（10.4t）減、プラン A2（教室で冷房運転実施の場合）で
54％（8.6t）減となった。また、従来の改修と比べると、プラン A1 で 51％（7.1t）減、プラン
A2 で 49％（5.3t）減、プラン A2（教室で冷房運転実施の場合）で 41％（5.1t）減となった。 









・ エコ改修（プラン A2）を行った上で夏季に普通教室で冷房運転を行った場合、年間 CO2排出量
は、教室に冷房を設置しない場合（プラン A1）よりも 1.4%（0.3t）増加している。プラン A2
では、外壁や開口部の断熱改修、暖房区画設置により建物の断熱性能が向上し、普通教室の暖房
を FF 石油式暖房から高効率型のエアコン暖房に変更したことにより機器効率が向上している。 
 
 







○ プラン A1 のエコ改修とプラン A2（教室で冷房使用）のエコ改修の年間光熱費を比べると、プ
ラン A2 の方が約 25％多い。 





○ 夏季の普通教室での冷房運転実施に伴う CO2排出量は、エコ改修（プラン A2）の場合、冷房
を行わない場合と比べて約 1.8t の増加であり、校舎全体の CO2排出量の約 8%に当たる。 
○ エコ改修（プラン A2）を行い夏季に普通教室で冷房運転を行った場合、年間を通した CO2排
出量は、教室に冷房を設置しない場合（プラン A1）よりも僅かに増加する。しかしながら、改
修前と比べると、高効率の冷暖房機器導入により冬季の暖房用エネルギー減少に伴う CO2排出








・ 各々の改修プランの CO2排出量、工事費、ランニングコストは次のとおりである。プラン A2 で
は、プラン A1 に比べてイニシャルコストやランニングコストは増加する。 
エコ改修プラン 改修前 従来の改修 エコ改修 備 考 
A1 
CO2排出量（t/年） 35 30 22
 工事費（千円/㎡） ― 87,000 120,100
光熱費（千円/年） 2,200 1,900 1,510
A2 
CO2排出量（t/年） 35 29 22
教室で冷房運転を行う場合 工事費（千円/㎡） ― 87,000 122,500
光熱費（千円/年） 2,200 2,070 1,890
 
























暖房 15.0 13.1 10.0 10.0 6.1 4.8 4.8
冷房 0.9 0.8 0.8 2.4 0.7 0.7 2.5
扇風機 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.2 0.0
照明 13.4 11.2 11.2 11.2 10.2 10.2 10.2
換気 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8 1.8
水道 2.4 2.0 2.0 2.0 1.3 1.3 1.3
その他 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5
計 35 30 27 29 22 20 22
100 87 78 83 62 59 63
100 100 100 71 75 76



















暖房（石油） 2,855 2,627 0 0 950 0 0
暖房（電力） 14,094 11,787 18,050 18,050 6,699 8,641 8,641
冷房（電力） 1,602 1,481 1,481 4,323 1,302 1,302 4,567
扇風機（電力） 0 0 0 0 301 301 0
照明（電力） 24,145 20,267 20,267 20,267 18,425 18,425 18,425
換気（電力） 3,234 3,277 3,277 3,277 3,277 3,277 3,277
水道（水） 4,163 3,416 3,416 3,416 2,169 2,169 2,169































暖房（石油） ¥268,000 ¥240,000 ¥0 ¥0 ¥87,000 ¥0 ¥0
暖房（電力） ¥0 ¥0 ¥79,000 ¥79,000 ¥0 ¥25,000 ¥25,000
冷房（電力） ¥0 ¥0 ¥0 ¥36,000 ¥0 ¥0 ¥41,000
電力基本料金 ¥0 ¥0 ¥331,000 ¥467,000 ¥0 ¥283,000 ¥400,000
暖房（電力） ¥178,000 ¥149,000 ¥149,000 ¥149,000 ¥85,000 ¥85,000 ¥85,000
冷房（電力） ¥20,000 ¥19,000 ¥19,000 ¥19,000 ¥16,000 ¥16,000 ¥17,000
照明その他（電力） ¥380,000 ¥332,000 ¥332,000 ¥332,000 ¥313,000 ¥313,000 ¥309,000
電力基本料金 ¥1,350,000 ¥1,160,000 ¥1,160,000 ¥1,160,000 ¥1,010,000 ¥1,010,000 ¥1,010,000
計 ¥2,197,000 ¥1,901,000 ¥2,070,304 ¥2,242,000 ¥1,511,000 ¥1,732,000 ¥1,886,000
計 ¥2,200 ,000 ¥1 ,900 ,000 ¥2 ,070 ,000 ¥2 ,240 ,000 ¥1 ,510 ,000 ¥1 ,730 ,000 ¥1 ,890 ,000
比較（％） 100 87 94 102 69 79 86








































暖房 34.9 38.4 25.6
冷房 0.0 0.0 0.1
扇風機 0.0 0.0 0.0
照明 13.4 11.2 10.2
換気 1.8 1.8 1.8
水道 2.4 2.0 1.3
その他 1.5 1.5 1.5
計 54 55 41




暖房（石油） 13,933 15,361 10,228
冷房（電力） 75 63 140
扇風機（電力） 0 0 72
照明（電力） 24,145 20,267 18,425
換気（電力） 3,234 3,277 3,277
水道（水） 4,163 3,416 2,169






○ 校舎における年間 CO2排出量は、改修前と比べて従来の改修では 2％（1t）増加するが、エコ
改修では 25％（13t）削減される。 








 発電容量が 10kW の太陽光発電を例として設置効果を試算した。 
・太陽電池アレイ出力 1kW 当たりの年間発電量 ＝ 約 1,000 kWh/年 
・出力 10kW では年間発電量は、10,000kWh/年＝10MWh/年となる。 
・CO2 に換算すると、10,000kWh/年×0.555kg-CO2/kWh（※）＝5550kg-CO2/年＝5.55t-CO2/年とな
る。 




（平成 18 年経済産業省・環境省令第 3 号）に定める省令値（0.555kg-CO2/kWh）を使用している。 
※ CO2 削減量は、地球温暖化対策の推進に関する法律が平成 20 年 6 月に改正され、上記算定に使
用した二酸化炭素排出係数の省令値が示されている省令についても改正された。 









年平均値は、0.1～0.15 程度（一般的に 0.12）。 
1kW システムを最適条件下で導入した場合の推定年間発電量 
＝1（kW）×0.12×365（日/年）×24（時間/日）＝1,051.2（kWh/年）→約 1,000 kWh/年 
 








① 気温と MRTの経時変化 
冬の最寒日、夏の最暑日を含む 1 週間の教室の室内環境を、外気温、室内気温、ＭＲＴの 1
時間ごと経時変化で示す。 
対象教室：4年 1組（3階 西端） 
計算期間：[冬] Ⅳ地域 2月 18日～24日、Ⅱ地域 1月 29日～2月 4日 













対象教室：4年 1組（3階 西端） 
代表日 ：Ⅳ地域 2月 22日～23日、7月 17日～18日 





び黒板のそれぞれの最大照度と最小照度の比は、10:1 を超えないこと（均斉度 0.1 以上）と
し、やむを得ず超えた場合でも 20:1 を超えないこと（均斉度 0.05 以上）、とされている。ま

















   
















































・ プラン A2 において普通教室で冷房運転を行うと、外気温に影響されることなく教室の温熱環境
を適切に保つことが出来る。その際、CO2排出量の増加は、扇風機を使用した場合の 0.2ｔに対






































○ Ⅳ地域で外気温が最も高くなる 7 月 13 日～19 日では、日中の外気温が 29℃～34℃となり、普













プラン A1 では、普通教室における夏季の教室の室温は 30℃を上回る日もある。そこで、冷房を導入






















プラン A1 ＋ 外付けルーバー ＋ 夜間換気 
[シミュレーション条件] 
・断熱：プラン A1 と同じ 
・窓中間の庇を窓全面の外付けルーバー（日射透過率 20％、日射反射率 50％）に変更 
・教室・廊下の窓開けスケジュールを、夜間は全開、昼間は必要換気量のみを確保する




Ⅳ地域の次世代仕様の外断熱 ＋ 外付けルーバー ＋ 夜間換気 
[シミュレーション条件] 






































































































































































































・ 1 月 30 日、31 日における教室（4 年 1 組）の温熱環境は、設定温度 18℃で暖房運転を行った場
合、従来の改修の場合は、室温は暖房設定温度と同じ 18℃になるが、ＭＲＴ（周壁平均温度）は
9～11℃程度である。一方、エコ改修の場合、断熱材によって屋外の冷たさが壁に伝わりにくく、






































































































































































































































































1月 月 3月 4月 月 6月 7月 月 10月 1 月 月
○ 窓に中庇を設置した場合、均斉度が年間を通して上昇し、室内照度のバランスが良い状態（均



































中間庇なし 5384  1776  1130 


































 シミュレーションの設定条件を図表2.21～図表 2.23 に示す。 
? 気象条件は、プラン A1 及びプラン A2 では東京都、プラン B では盛岡市のデータを用いた。 
? 冷暖房機器の効率は、既存校舎では 1995 年相当、従来の大規模改修では 2008 年時点の汎用型、
エコ改修では 2008 年時点の高効率型（トップランナー）を用いた。 
? 暖房機器の運転期間は、11 月 1 日～3 月 31 日。このうち、冬休み（12 月 24 日～1 月 8 日）及び
土曜・休日は除く。運転時間は、対象室に人がいる時間、かつ室温が暖房設定温度（教室 18℃、
管理諸室 23℃）以下になる時間とした。 




普通教室の場合：時間割を参照。なお、8 時～15 時（低学年は 14 時）の間でも、他教室、体
育等で普通教室に児童がいない時間は運転しない。 
特別教室の場合：時間割を参照。8 時～15 時の間で、授業が行われている時間のみ。 



























1時間目 休憩 2時間目 休憩 3時間目 休憩 4時間目 昼食 掃・休み 5時間目 休憩 6時間目 放課後 放課後
実時間 8：45‐9：30 9:30～9:35 9：35～10：20 10:20～10:45 10：45～11：30 11:30～11:35 11：35～12：20 12：20～13：05 13:05～13:40 13：40～14：25 14:25～14:30 14：30～15：15




















1時間目 休憩 2時間目 休憩 3時間目 休憩 4時間目 昼食 掃・休み 5時間目 休憩 6時間目 放課後 放課後
8：45‐9：30 9:30～9:35 9：35～10：20 10:20～10:45 10：45～11：30 11:30～11:35 11：35～12：20 12：20～13：05 13:05～13:40 13：40～14：25 14:25～14:30 14：30～15：15
9‐10 13‐14 15‐16 16‐17
Ａ 4 4 ‐ ‐
B 0 0 ‐ ‐
特別活動室 0 0 ‐ ‐
職員室滞在人数
1時間目 休憩 2時間目 休憩 3時間目 休憩 4時間目 昼食 掃・休み 5時間目 休憩 6時間目 放課後 放課後
8：45‐9：30 9:30～9:35 9：35～10：20 10:20～10:45 10：45～11：30 11:30～11:35 11：35～12：20 12：20～13：05 13:05～13:40 13：40～14：25 14:25～14:30 14：30～15：15
9‐10 13‐14 15‐16 16‐17
職員室 8 8 19 19
特別支援
職員室 0 0 2 2
校長室 1 1 1 1
保健室 1 1 1 1
事務室 1 1 1 1
用務員室 3 3 3 3
1
3 3 3 3 3
11 1 1
1 1 1 11
1 1 1 11
13
0 0 0 20
8 8 8 8
‐
‐4
8‐9 10‐11 11‐12 12‐13 14‐15
0
0




























































































1時間目 休憩 2時間目 休憩 3時間目 休憩 4時間目 昼食 掃・休み 5時間目 休憩 6時間目 放課後 放課後
実時間 8：45‐9：30 9:30～9:35 9：35～10：20 10:20～10:45 10：45～11：30 11:30～11:35 11：35～12：20 12：20～13：05 13:05～13:40 13：40～14：25 14:25～14:30 14：30～15：15


























1時間目 休憩 2時間目 休憩 3時間目 休憩 4時間目 昼食 掃・休み 5時間目 休憩 6時間目 放課後 放課後
8：45‐9：30 9:30～9:35 9：35～10：20 10:20～10:45 10：45～11：30 11:30～11:35 11：35～12：20 12：20～13：05 13:05～13:40 13：40～14：25 14:25～14:30 14：30～15：15
9‐10 13‐14 15‐16 16‐17
Ａ 4 4 ‐ ‐
職員室滞在人数
1時間目 休憩 2時間目 休憩 3時間目 休憩 4時間目 昼食 掃・休み 5時間目 休憩 6時間目 放課後 放課後
8：45‐9：30 9:30～9:35 9：35～10：20 10:20～10:45 10：45～11：30 11:30～11:35 11：35～12：20 12：20～13：05 13:05～13:40 13：40～14：25 14:25～14:30 14：30～15：15
9‐10 13‐14 15‐16 16‐17
職員室 8 8 21 21
校長室 1 1 1 1
保健室 1 1 1 1
事務室 1 1 1 1
用務員室 3 3 3 3
36 36 36
1
3 3 3 3 3
1 1 1 1
1










1 1 1 1
10‐11 11‐12 12‐13 14‐158‐9
‐
36 ‐ ‐ ‐
36 36 36
36
36 ‐ ‐ 36
‐ 36 36
36 ‐
‐ 36 36 36 36
‐
36 ‐ 36 36 ‐
‐ 36 36 36
36
‐ ‐ ‐ 36 36
72
‐ 36 ‐ 36
36 36 ‐ 36
‐ ‐ 36 36
36 36 ‐ 36
72
36 36 ‐ 36
‐ ‐ 36 36
72
36 ‐ 36 36




















教室使用時間(8:00～15:00)                  ：2.2回/h
職員室使用時間(8:00～17:00)              ：2.2回/h
特別教室使用時間(スケジュール参照)   ：2.2回/h




























































教室：FF型石油 教室：FF型石油 教室：エアコン 教室：エアコン 教室：FF型石油 教室：エアコン 教室：エアコン
　　（COP：0.87） 　　（COP：0.87） 　　（COP：3.72） 　　（COP：3.72） 　　（COP：0.87） 　　（COP：4.34） 　　（COP：4.34）
職・特：エアコン 職・特：エアコン 職・特：エアコン 職・特：エアコン 職・特：エアコン 職・特：エアコン 職・特：エアコン
　　（COP：2.7） 　　（COP：3.72） 　　（COP：3.72） 　　（COP：3.72） 　　（COP：4.34） 　　（COP：4.34） 　　（COP：4.34）
冷房
教室：なし 教室：なし、 教室：なし、 教室：エアコン 教室：なし、 教室：なし、 教室：エアコン
職・特：エアコン 　　（COP：2.91） 28℃以上で扇風機 28℃以上で扇風機 　　（COP：3.76）
　　（COP：2.4） 職・特：エアコン 職・特：エアコン 職・特：エアコン 職・特：エアコン 職・特：エアコン 職・特：エアコン































































る｡（改修仕上げ表を P54,55 に、各設備リストを P64～68 に示す。） 
? 建築工事については、各部位の改修面積を概算し、施工単価は主に「建築施工単価」（財・経済調










 ４）スチールパーティション（高窓付き H1700mm） 
 ５）ライトシェルフ（W＝600mm） 











10kW 級の太陽光発電は、105 万円/kW×10kW＝1,050 万円 
(出典)NEDO 平成 20 年度太陽光発電新技術等フィールドテスト事業 公募要領 

























1 解体撤去工事 一式 37,000,000 40,000,000 40,000,000 40,000,000
2 改修工事 一式 156,000,000 293,000,000 293,000,000 352,000,000
3 耐震補強工事 一式 72,000,000 72,000,000 72,000,000 72,000,000
計 265,000,000 405,000,000 405,000,000 464,000,000
共通費
1 共通仮設費 一式 9,000,000 14,000,000 14,000,000 16,000,000
2 現場管理費 一式 20,000,000 28,000,000 28,000,000 31,000,000
3 一般管理費 一式 28,000,000 41,000,000 41,000,000 47,000,000
計 57,000,000 83,000,000 83,000,000 94,000,000














1 機械設備工事 一式 91,000,000 92,000,000 97,000,000 103,000,000
2 電気設備工事 一式 15,000,000 16,000,000 22,000,000 16,000,000
計 106,000,000 108,000,000 119,000,000 119,000,000
共通費
諸経費 (15%) 一式 15,900,000 16,200,000 17,850,000 17,850,000
計 15,900,000 16,200,000 17,850,000 17,850,000













1 建築工事 一式 322,000,000 488,000,000 488,000,000 558,000,000
2 設備工事 一式 121,900,000 124,200,000 136,850,000 136,850,000
































1 解体撤去工事 一式 7,300 7,800 7,800 7,800
2 改修工事 一式 30,600 57,500 57,500 69,000
3 耐震補強工事 一式 14,100 14,100 14,100 14,100
計 52,000 79,400 79,400 90,900
共通費
1 共通仮設費 一式 1,800 2,700 2,700 3,100
2 現場管理費 一式 3,900 5,500 5,500 6,100
3 一般管理費 一式 5,500 8,000 8,000 9,200
計 11,200 16,300 16,300 18,400














1 機械設備工事 一式 17,800 18,000 19,000 20,200
2 電気設備工事 一式 2,900 3,100 4,300 3,100
計 20,700 21,100 23,300 23,300
共通費
諸経費 (15%) 一式 3,100 3,200 3,500 3,500
計 3,100 3,200 3,500 3,500













1 建築工事 一式 63,100 95,700 95,700 109,400
2 設備工事 一式 23,900 24,400 26,800 26,800




























Ⅰ解体撤去 37,000,000 40,000,000 40,000,000 40,000,000
　RC壁解体撤去 6,500,000 6,500,000 6,500,000 6,500,000
　アルミサッシ撤去 1,700,000 4,200,000 4,200,000 4,200,000 A1～B：全サッシ撤去(カバ‐工法)
　ドア撤去 2,600,000 2,600,000 2,600,000 2,600,000
　設備機器撤去 3,000,000 3,000,000 3,000,000 3,000,000
　仕上げ撤去 22,400,000 22,400,000 22,400,000 22,400,000
　その他 1,100,000 1,200,000 1,200,000 1,200,000
Ⅱ改修工事 156,000,000 293,000,000 293,000,000 352,000,000
　1.仮設




9,800,000 26,700,000 26,700,000 30,700,000
A1、A2：硬質ウレタンt=60mm
B：硬質ウレタンｔ=65mm
　　塗装 11,000,000 11,000,000 11,000,000 2,900,000 B:外壁の塗装は外断熱に含む
　　外断熱(外壁) 0 0 0 44,900,000 B：ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=60mm
　　窓中間に水平庇 0 27,900,000 27,900,000 27,900,000 A1～B：W=600mm
　3.内部
　　耐震補強RC壁 2,300,000 2,300,000 2,300,000 2,300,000
　　自動開閉式窓 0 7,500,000 7,500,000 0 A1,A2：ｾﾝｻｰ付き換気窓(階段室)
　　窓







　　ドア 1,900,000 1,900,000 1,900,000 1,900,000
　　スチールパーティション 20,700,000 23,200,000 23,200,000 23,200,000 A1～B：北側採光用(高窓つき)
　　階段室区画扉 0 7,800,000 7,800,000 7,800,000 A1～B：廊下‐階段室
　　可動間仕切り 0 24,000,000 24,000,000 24,000,000 A1～B：教室‐多目的、多目的‐廊下
　　内断熱(外壁) 0 5,000,000 5,000,000 0 A1,A2：硬質ウレタン吹付35mm
　　床・壁・天井仕上げ 80,600,000 80,600,000 80,600,000 80,600,000
　4.その他 6,000,000 11,300,000 11,300,000 13,500,000 改修工事費の4%
Ⅲ耐震補強工事 72,000,000 72,000,000 72,000,000 72,000,000













Ⅰ機械設備工事 91,000,000 92,000,000 97,000,000 103,000,000
　1.衛生設備工事 32,000,000 33,000,000 33,000,000 33,000,000 A1～B：節水型便器、泡沫水洗、自動水洗小便器、擬音装置
　2.給水設備工事 8,000,000 8,000,000 8,000,000 8,000,000
　3.排水設備工事 11,000,000 11,000,000 11,000,000 11,000,000
　4.ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟｴｱｺﾝ設備工事
　　(扇風機含む)













　6.換気設備工事 7,000,000 7,000,000 7,000,000 7,000,000
Ⅱ電気設備工事 15,000,000 16,000,000 22,000,000 16,000,000
　7.照明設備工事 13,000,000 14,000,000 14,000,000 14,000,000 A1～B：教室窓側は照度ｾﾝｻｰ付
A1～B：階段・便所は人感ｾﾝｻｰ付
　8.耐震改修に伴う付帯工事 2,000,000 2,000,000 2,000,000 2,000,000
　9.エアコン導入に伴う受電設備工事 0 0 6,000,000 0










































































? 耐震及び老朽改修と併せて行うエコ改修の工事単価は約 12 万円/㎡～13.6 万円/㎡、エコ改修に







図表3.1 Ⅳ地域 エコ改修プランA1のまとめ 
 








暖房 冷房 照明 水 冬 夏 冬 中間 夏
外壁 1 防水 屋上 改質アスファルトシート防水
2 断熱 屋上（外断熱） 硬質ウレタン60mm
外壁（内断熱） 硬質ウレタン吹付け35mm 5,020,000
3 窓 教室 通気ガラリ付きアルミサッシ複層ガラス(カバ-工法) 15,800,000
特別・管理諸室・廊下 アルミサッシ複層ガラス(カバ-工法) 29,300,000
4 換気窓 階段室 自動開閉式窓 7,500,000
5 庇 窓 窓上部の水平庇（W500)（既存）+窓中間に水平庇（W600) 27,900,000
内部区画 6 階段室区画扉 階段室、昇降口等 開閉可能な扉設置 7,800,000
7 間仕切り 普通教室～廊下 高窓付きｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ(窓H1700mm) 23,200,000
普通教室～多目的スペース
多目的スペース～廊下 可動間仕切り 24,000,000
内装工事 8 内壁 普通教室、多目的スペース EP塗装（白）
9 床 普通教室、多目的スペース フローリングボード(クッション付)
10 天井 普通教室、多目的スペース 化粧岩綿吸音板
衛生設備 11 手洗い 水栓 泡沫水洗 6,000,000
12 便所 大便器 節水型大便器に変更 4,200,000
13 センサー設置 大便器・小便器 擬音装置、自動水洗式小便器 3,500,000
冷暖房設備 14 暖冷房（エアコン） 特別教室・管理諸室
高効率エアコンに変更
（2008年相当） 20,000,000
15 暖房（FF石油暖房） 普通教室、多目的スペース 機器の更新 12,000,000
16 冷房(エアコン） 普通教室、多目的スペース － -
17 扇風機 普通教室、多目的スペース 4台／教室設置 0.2 700,000
電灯照明設備 18 電灯照明 普通教室、多目的スペース Hf型照明器具に変更（Hfl32W×16台） 7,700,000
19 センサー設置 普通教室、多目的スペース 窓側を照度ｾﾝｻｰ付き 2,600,000
便所、階段 人感ｾﾝｻｰ付き 3,200,000
13.2 t 8.9 0.2 3.2 1.1 (0.2)
38 %




















































































暖房 冷房 照明 水 冬 夏 冬 中間 夏
外壁 1 防水 屋上 改質アスファルトシート防水
2 断熱 屋上（外断熱） 硬質ウレタン60mm
外壁（内断熱） 硬質ウレタン吹付け35mm 5,000,000
3 窓 教室 通気ガラリ付きアルミサッシ複層ガラス(カバ-工法) 15,800,000
特別・管理諸室・廊下 アルミサッシ複層ガラス(カバ-工法) 29,300,000
4 換気窓 階段室 自動開閉式窓 7,500,000
5 庇 窓 窓上部の水平庇（W500)（既存）+窓中間に水平庇（W600) 27,900,000
内部区画 6 階段室区画扉 階段室、昇降口等 開閉可能な扉設置 7,800,000
7 間仕切り 普通教室～廊下 高窓付きｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ(窓H1700mm) 23,200,000
普通教室～多目的スペース
多目的スペース～廊下 可動間仕切り 24,000,000
内装工事 8 内壁 普通教室、多目的スペース EP塗装（白）
9 床 普通教室、多目的スペース フローリングボード(クッション付)
10 天井 普通教室、多目的スペース 化粧岩綿吸音板
衛生設備 11 手洗い 水栓 泡沫水洗 6,000,000
12 便所 大便器 節水型大便器に変更 4,200,000
13 センサー設置 大便器・小便器 擬音装置、自動水洗式小便器 3,500,000
冷暖房設備 14 暖冷房（エアコン） 特別教室・管理諸室
高効率エアコンに変更







17 扇風機 普通教室、多目的スペース 4台／教室設置 0.2 700,000
電灯照明設備 18 電灯照明 普通教室、多目的スペース Hf型照明器具に変更（Hfl32W×16台） 7,700,000
19 センサー設置 普通教室、多目的スペース 窓側を照度ｾﾝｻｰ付き 2,600,000
便所、階段 人感ｾﾝｻｰ付き　*10 3,200,000
14.5 t 10.2 0.2 3.2 1.1 (0.2)
41 %
100 % 70 1 22 7
12.9 t 10.2 (1.6) 3.2 1.1 (1.8)
37 %






























































比較して、エアコン暖房と通風の場合で CO2排出量は 14.5ｔ、約 41％の削減、教室でエアコン
による暖冷房を行った場合は、12.9ｔ、約 37％削減される。 


















図表3.3 Ⅱ地域 エコ改修プランBのまとめ 
 




・ CO2の削減割合が最も大きいのは暖房に関するもので 9.3ｔあり、削減量全体の 69％を占める。
要因としては、外壁や開口部の断熱改修、暖房区画のための可動間仕切り・扉の設置による建物
音環境
暖房 冷房 照明 水 冬 夏 冬 中間 夏
外壁 1 防水 屋上 改質アスファルトシート防水
2 断熱 屋上（外断熱） 硬質ウレタン65mm
外壁（外断熱） ﾋﾞｰｽﾞ法ポリスチレン60mm 45,000,000
3 窓 教室 断熱型アルミサッシ複層ガラス(カバ-工法) 53,200,000
特別・管理諸室・廊下 断熱型アルミサッシ複層ガラス(カバ-工法) 1,910,000
4 換気窓 階段室 なし -
5 庇 窓 窓上部の水平庇（W500)（既存）+窓中間に水平庇（W600) 27,900,000
内部区画 6 階段室区画扉 階段室、昇降口等 開閉可能な扉設置 7,800,000
7 間仕切り 普通教室～廊下 高窓付きｽﾁｰﾙﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ(窓H1700mm) 23,200,000
普通教室～多目的スペース
多目的スペース～廊下 可動間仕切り 24,000,000
内装工事 8 内壁 普通教室、多目的スペース EP塗装（白）
9 床 普通教室、多目的スペース フローリングボード(クッション付)
10 天井 普通教室、多目的スペース 化粧岩綿吸音板
衛生設備 11 手洗い 水栓 泡沫水洗 6,000,000
12 便所 大便器 節水型大便器に変更 4,200,000
13 センサー設置 大便器・小便器 擬音装置、自動水洗式小便器 3,500,000




16 冷房(エアコン） 普通教室、多目的スペース － -
17 扇風機 普通教室、多目的スペース 4台／教室設置 700,000
電灯照明設備 18 電灯照明 普通教室、多目的スペース Hf型照明器具に変更（Hfl32W×16台） 7,700,000
19 センサー設置 普通教室、多目的スペース 窓側を照度ｾﾝｻｰ付き 2,600,000
便所、階段 人感ｾﾝｻｰ付き 3,200,000
13.5 t 9.3 (0.1) 3.2 1.1
25 %






























































・ Ⅱ地域における改修前の CO2排出量は、暖房による CO2排出量が多いため、Ⅳ地域と比較して













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   







































































































































































































































































   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   













   
   
   
   
   
   
   
   
   






























































































































































































































































   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   








































































































































































































































































































































































   
   







































































































































































































































































   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   












































































































































































   






























































































   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   














   
   
   
   
   
   
   
   
   











   










































































































































































































































   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   













   
   
   
   
   
   
   
   
   




















































































































































































































































































   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   













   
   
   
   
   
   
   
   
   





































































































































































































































































   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   














   
   
   
   
   
   
   
   
   


































































































































































































   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   






























































































































































































































































   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   













   
   
   
   
   
   
   
   
   





















































































































































































   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   













   
   
   
   
   
   
   
   



















































































































































































































































   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   













   
   
   
   
   
   
   
   
   
   








































   
   






































































































































































































































































































   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   














   
   
   
   
   
   







































































































































































































































































   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   













   
   
   
   
   
   
   
   
   
   


















































































































































































































































































































































   
   
   
   
   
   
   
   
   
   
   











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































階 室　名 暖房 冷房 暖房 冷房 暖房 冷房 給水 排水 換気 照明 ｺﾝｾﾝﾄ ITｺﾝｾ 放送 ＴＶ ﾀﾞﾑｴｰﾀ 受信機
配膳室 ○ ○ ○ ○ ○ ○
倉庫 ○ ○ ○
教育相談室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
保健室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
印刷室 ○ ○ ○
給湯室 ○ ○ ○ ○ ○
職員室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
事務室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
用務員室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
特・普通教室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
放送室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
児童会室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ＰＴＡ室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ランチルーム ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
職員ラウンジ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
会議室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
校長室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
廊下 ○ ○ ○
水呑（Ａ階段） ○ ○ ○ ○
Ａ階段 ○ ○
便所（女） ○ ○ ○ ○ ○ ○
便所（男） ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｂ階段 ○ ○ ○ ○
ﾎﾟﾝﾌﾟ室 ○ ○ ○ ○ ○
水呑（Ｃ階段） ○ ○ ○ ○
便所（男） ○ ○ ○ ○ ○ ○
便所（女） ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｃ階段 ○ ○ ○ ○
配膳室 ○ ○ ○ ○ ○ ○
３年普通教室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
多目的スペース ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
３年普通教室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
２年普通教室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
多目的スペース ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
２年普通教室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
１年普通教室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
多目的スペース ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
１年普通教室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
廊下 ○ ○ ○
水呑（Ａ階段） ○ ○ ○ ○
Ａ階段 ○ ○
便所（男） ○ ○ ○ ○ ○ ○
便所（女） ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｂ階段 ○ ○
水呑（Ｃ階段） ○ ○ ○ ○
便所（男） ○ ○ ○ ○ ○ ○
便所（女） ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｃ階段 ○ ○
配膳室 ○ ○ ○ ○ ○ ○
４年普通教室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
多目的スペース ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
４年普通教室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
５年普通教室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
多目的スペース ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
５年普通教室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
６年普通教室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
多目的スペース ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
６年普通教室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
廊下 ○ ○ ○
水呑（Ａ階段） ○ ○ ○ ○
Ａ階段 ○ ○
便所（男） ○ ○ ○ ○ ○ ○
便所（女） ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｂ階段 ○ ○
水呑（Ｃ階段） ○ ○ ○ ○
便所（男） ○ ○ ○ ○ ○ ○
便所（女） ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｃ階段 ○ ○
音楽室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
準備室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
準備室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
理科室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
準備室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
家庭科室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
準備室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
図工室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
図書室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
準備室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コンピュータ室 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ａ階段 ○ ○
Ｂ階段 ○ ○
水呑 ○ ○ ○ ○
便所（男） ○ ○ ○ ○ ○ ○
便所（女） ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｃ階段 ○ ○
従来の改修






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































平 成 １ ９ 年 １ ０ 月 ２ ４ 日 
平 成 ２ ０ 年  ３ 月 ２ ７ 日一部改定 

































小泉  治   (株)日本設計建築設計群チーフアーキテクト 
○ 小峯 裕己   千葉工業大学工学部建築都市環境学科教授 
坂口  淳   新潟県立大学国際地域学部国際地域学科教授 
寺嶋 修康   (株)アルコム代表取締役 
中川  稔   横浜市監査事務局課長補佐（調整部監査課担当係長） 
（前横浜市まちづくり調整局保全推進課担当係長） 
中野 淳太   東海大学工学部建築学科講師 
○：主査 
 
･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･  
（オブザーバー：文部科学省大臣官房文教施設企画部） 
   森  政之   施設企画課企画調整官（平成２０年８月１日から） 
山本 聖一郎  施設企画課専門官 
   栗本 和良   施設企画課指導第二係長 
   志賀 由浩   施設助成課技術係長（平成２０年８月１４日まで） 
   森井 敦也   施設助成課技術係長（平成２０年９月１日から） 
 
（シミュレーション協力） 
   オーガニックテーブル株式会社 
 
なお、国立教育政策研究所においては、次の関係官が報告書の作成に当たった。 
新保  幸一  文教施設研究センター長 
磯山  武司  文教施設研究センター総括研究官 
土田  亜紀  文教施設研究センター専門調査員（平成２１年３月３１日まで） 







査研究報告書―（平成 17 年 12 月）｣国立教育政策研究所文教施設研究センター 
•  ｢環境に配慮した学校施設の整備推進のために―学校施設の環境配慮方策等に関する調
査研究報告書―（平成 20 年 2 月）｣国立教育政策研究所文教施設研究センター 
 
•  ｢環境を考慮した学校施設（エコスクール）の今後の推進方策について｣ 
文部科学省 学校施設整備指針策定に関する調査研究協力者会議 
• 「環境を考慮した学校施設の整備推進」文部科学省・農林水産省・経済産業省・環境省 
• 「環境を考慮した学校施設（エコスクール）の整備について（平成 8 年 3 月）」 
文部科学省 環境を考慮した学校施設に関する調査研究協力者会議 
• 「環境を考慮した学校施設（エコスクール）の現状と今後の整備推進に向けて（平成 13
年 3 月）」文部科学省 環境を考慮した学校施設に関する調査研究協力者会議 
 
•  ｢学校環境衛生基準｣文部科学省 
• 「学校エコ改修と環境教育事業」環境省 
•  ｢次世代省エネルギー基準（平成 11 年 3 月改正告示「住宅に係るエネルギーの使用の合理
化に関する建築主の判断と基準」及び「同設計及び施工の指針」）｣ 
•  ｢学校の学習環境を考える―室内環境の改善と省エネルギー―（平成 20 年 3 月）｣ 
(社)文教施設協会 
•  ｢昼光照明の計算法（1994 年）｣(財)日本建築学会 
• (独)新エネルギー・産業技術総合開発機構 ホームページ 
•  気象庁 ホームページ 
 
• 「建築施工単価 2008 秋」(財)経済調査会 
• 「積算資料 2008.11」(財)経済調査会 
• 「積算ポケット手帳 2008 年前期編」(株)建築資料研究社 
• 「国土交通省建築工事積算基準」（公共建築協会） 
• 「建設物価」（(財)建設物価調査会） 
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